
年次 3 必修科目 実務経験

授業形態 有

（英） Hygine Administration 時間数 15 開講区分 前期

学科・ｺｰｽ 歯科衛生士科Ⅰ部 単位 1 曜日/時間 木曜日/1限、2限：対面

科目概要

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

到達目標 歯科衛生士として実務に従事するのに必要な法的知識を習得する。

科目名 衛生行政
科目　　　
責任者

軽部　裕代
講義

授業回数 8

講師紹介
大学（歯学部）で公衆衛生並びに社会歯科を学び、歯科医学における法律や、関係諸制度の研究と教育にて豊富な経験を有する。さらに研究を発展
させるため大学院に進学し、博士号を取得。現在は、新規歯科材料の開発に向けた毒性研究を行なっている。					

目的 この科目では、歯科医療従事者として必須事項である、衛生行政機構と関係法規の要点を理解することを目的とする。

歯科衛生士法と、歯科医療関係法規について学ぶ。

評価方法

定期試験および臨時試験（論文・レポート・小テストを含む）、平素の学習状況、出席状況の3要素で「A」「B」「C」「D」「Ｅ」「F」の6段階評価を行う。出席率が70％
未満の者は、受験資格を喪失し、E評価とするが、試験当日の出席は認められる。

■筆記試験　　　□口頭試験　　　□実技試験　　　□その他（　　　　）

医歯薬出版株式会社　「歯科衛生士と法律・制度　第３版」
事前事後
学習と
その内容

事前学習：教科書の該当部分を読み、講義内容の概要を把握す
る。
事後学習：練習問題集で授業内容を再確認する

オリジナル問題集

特記事項
練習問題集はオリジナル問題集であるので、学外への持ち出しを禁
止する。また、練習問題集は、毎回持参すること。

授　業　計　画

授業内容

1 「法律」とは何か？ 講義
「法律」とは何か？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　「日本国j憲法第25条」について学ぶ

2 医療に関係する法律① 講義
行政組織について学ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　「地域保健法」について学ぶ

3 医療に関係する法律② 講義
医療関係職種とそれぞれの業務内容について学ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　「医療法」について学ぶ

4 医療に関係する法律③ 講義 「歯科衛生士法」について学ぶ

5 医療に関係する法律④ 講義
「健康増進法」について学ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　「医薬品医療機器等法」について学ぶ

8 定期試験 筆記試験（講義内容全範囲から出題）（国家試験に準じた択一形式）

6 医療に関係する法律⑤ 講義 「歯科口腔保健の推進に関する法律」について学ぶ

7 医療に関係する法律⑥ 講義 その他の保健衛生法規について学ぶ



年次 3 必修科目 実務経験

授業形態 有

（英） Social Welfere 時間数 15 開講区分 前期

学科・ｺｰｽ 歯科衛生士科Ⅰ部 単位 1 曜日/時間 木曜日/1限、2限：対面

科目概要

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

8 定期試験 筆記試験（講義内容全範囲から出題）（国家試験に準じた択一形式）

6 社会福祉① 講義
「社会福祉」とな何か？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　「児童福祉」・「母子福祉」・「高齢者福祉」について学ぶ

7 社会福祉② 講義
「障害者福祉」について学ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　「その他の福祉」について学ぶ

4 社会保険③ 講義
「医療保険制度」について学ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　「診療報酬」と「保険診療の流れ」について学ぶ

5 わが国における医療保険制度 講義
「医療保険」の種類とその特徴について学ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　「国民医療費」について学ぶ

2 社会保険① 講義 「年金保険制度」・「雇用保険制度」・「労働者災害補償制度」について学ぶ

3 社会保険② 講義
「介護保険制度」について学ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　介護保険における歯科衛生士の役割について学ぶ

授　業　計　画

授業内容

1 わが国における社会保障制度 講義
「わが国における社会保障制度」について学ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　「生活保護制度」について学ぶ

評価方法

定期試験および臨時試験（論文・レポート・小テストを含む）、平素の学習状況、出席状況の3要素で「A」「B」「C」「D」「Ｅ」「F」の6段階評価を行う。出席率が70％
未満の者は、受験資格を喪失し、E評価とするが、試験当日の出席は認められる。

■筆記試験　　　□口頭試験　　　□実技試験　　　□その他（　　　　）

医歯薬出版株式会社　「歯科衛生士と法律・制度　第３版」
事前事後

学習と
その内容

事前学習：教科書の該当部分を読み、講義内容の概要を把握す
る。　
事後学習：練習問題集で授業内容を再確認する

オリジナル問題集

特記事項
練習問題集はオリジナル問題集であるので、学外への持ち出しを禁
止する。また、授業時には毎回持参すること。

到達目標 政府が実施している社会保障制度（社会保険や公的扶助）と、社会福祉の基本的理念と現行制度について学習する。

科目名 社会福祉学
科目責任

者
軽部 裕代

講義

授業回数 8

講師紹介
大学（歯学部）で公衆衛生並びに社会歯科を学び、歯科医学における法律や、関係諸制度の研究と教育に従事する。さらに研究を発展させるため大
学院に進学し、博士号を取得。現在は、新規歯科材料の開発に向けた毒性研究を行なっている。					

目的
高齢化社会に伴い保健医療と福祉の連携の必要性が強調されている。歯科衛生士は、歯科医療と福祉をつなぐエキスパートであるので、社会保険と
社会福祉について理解しておくことは重要である。これらの基本理念を学ぶことにより、将来に役立てる。

わが国における社会保険制度(年金保険・雇用保険・医療保険・労働者災害補償保険・介護保険)や生活保護制度と社会福祉制度について学ぶ。



年次 3 必修科目 実務経験

授業形態 有

（英） Clinical　Traning　Ⅲ 時間数 225 開講区分 前期

学科・ｺｰｽ 歯科衛生士学科Ⅰ部 単位 5 曜日/時間 月・火・水・金・(土)

科目概要

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

8

6

7

4

5

2 臨地･臨床実習 実習 各実習施設にて臨地。臨床実習を行う。

3 実習後教育 実習 臨地臨床実習の振り返りを行い、各施設の情報共有を行うことで学びを水平展開する。

授　業　計　画

授業内容

1 実習前教育 実習
臨地臨床実習の目的・目標を把握し、自己紹介書の記入、事前訪問など臨地臨床実習に望
むための気構え・身構え・心構えを身につける。

評価方法

定期試験および臨時試験（論文・レポート・小テストを含む）、平素の学習状況、出席状況の3要素で「A」「B」「C」「D」「Ｅ」「F」の6段階評価を行う。出席率が70％
未満の者は、受験資格を喪失し、E評価とするが、試験当日の出席は認められる。

□筆記試験　　　□口頭試験　　　□実技試験　　　■その他（　　　　）

事前事後
学習と
その内容

実習前教育で臨地実習の準備を行いと実習後教育で振り返りを行
う。

特記事項 評価および規則の詳細については「臨床実習について」を参照。

到達目標 指導者の直接指導の下、学内実習で習得した技術を実践し、歯科衛生士としての業務を行う基礎を固め、業務の実際を習熟する。

科目名 臨地・臨床実習Ⅲ
科目
責任者

松本　英美里
実習

授業回数

講師紹介

目的
医療現場を体験することにより、
①歯科医療及び歯科保健活動をより深く理解する。➁歯科衛生士として必要な専門的な知識・技術を学ぶ。③対象者のニーズに応じたミュニケーショ
ン方法を習得する。

実際の患者様への対応や処置など能動的な学びを行う。

歯科衛生士として歯科病院、一般歯科、小児歯科にて豊富な実務経験を有する。2020年より歯科衛生士専任教員。



年次 3 必修科目 実務経験

授業形態 有

（英） Clinical　Traning　Ⅳ 時間数 225 開講区分 前期

学科・ｺｰｽ 歯科衛生士学科Ⅰ部 単位 5 曜日/時間 月・火・水・金・(土)

科目概要

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

8

6

7

4

5

2 臨地･臨床実習 臨地実習 各実習施設にて臨地。臨床実習を行う。

3 実習後教育 講義 臨地臨床実習の振り返りを行い、各施設の情報共有を行うことで学びを水平展開する。

授　業　計　画

授業内容

1 実習前教育 講義
臨地臨床実習の目的・目標を把握し、自己紹介書の記入、事前訪問など臨地臨床実習に望
むための気構え・身構え・心構えを身につける。

評価方法

定期試験および臨時試験（論文・レポート・小テストを含む）、平素の学習状況、出席状況の3要素で「A」「B」「C」「D」「Ｅ」「F」の6段階評価を行う。出席率が70％
未満の者は、受験資格を喪失し、E評価とするが、試験当日の出席は認められる。

□筆記試験　　　□口頭試験　　　□実技試験　　　■その他（　　　　）

事前事後
学習と
その内容

実習前教育で臨地実習の準備を行いと実習後教育で振り返りを行
う。

特記事項 評価および規則の詳細については「臨床実習について」を参照。

到達目標 実践を重ね、歯科衛生士に必要な技術と知識を蓄積させ、個々の症例や患者に応じた対応ができるようにする。

科目名 臨地・臨床実習Ⅳ
科目
責任者

松本　英美里
臨地実習

授業回数

講師紹介

目的
医療現場を体験することにより、
①歯科医療及び歯科保健活動をより深く理解する。➁歯科衛生士として必要な専門的な知識・技術を学ぶ。③対象者のニーズに応じたミュニケーショ
ン方法を習得する。

実際の患者様への対応や処置など能動的な学びを行う。

歯科衛生士として歯科病院、一般歯科、小児歯科にて豊富な実務経験を有する。2020年より歯科衛生士専任教員。



年次 3 必修科目 実務経験

授業形態 有

（英） Team Medicine Practice 時間数 15 開講区分 前期

学科・ｺｰｽ 歯科衛生士学科Ⅰ部　総合コース 単位 1 曜日/時間 木曜日/1限：対面

科目概要

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

8 定期試験 筆記試験（全範囲より出題）

6 チーム医療のための医療面接1 講義 チーム医療に必須な医療面接のスキルと対話的コミュニケーションの意義

7 チーム医療のための医療面接2 講義 caから学ぶチーム医療　　チーム医療を円滑に進めるための実際

4
有病者のチーム医療3

講義  経管栄養管理を支えるチーム医療　NSTと歯科衛生士　栄養と口腔

5 介護支援専門員の仕事 講義 居宅療養管理指導　介護支援専門員の仕事、歯科衛生士として会議に出席する

2 有病者のチーム医療1 講義 脳血管障害　糖尿病ほかを支えるチーム医療　チーム連携に必要なADL評価表

3 有病者のチーム医療2 講義 認知症を支えるチーム医療　　若年性認知症とオレンジプラン

授　業　計　画

授業内容

1 チーム医療　多職種連携 講義 チーム医療演習概要　歯科衛生士と他職種の仕事を理解する

評価方法

定期試験および臨時試験（論文・レポート・小テストを含む）、平素の学習状況、出席状況の3要素で「A」「B」「C」「D」「Ｅ」「F」の6段階評価を行う。出席率が70％
未満の者は、受験資格を喪失し、E評価とするが、試験当日の出席は認められる。

■筆記試験　　　□口頭試験　　　□実技試験　　　□その他（　　　　）

高齢者歯科学　永末書店2020（一部を参考にする）

事前事後
学習と

その内容

授業の講師作成のパワポのテキストや症例などを参考に補習をお
願いします

高齢者歯科　医歯薬出版2022

特記事項 　提示する症例やビデオ映像に常に関心を持って受講する

到達目標
要介護者が罹患しやすい疾患について学びながら、他職種とのチーム連携の中での歯科衛生士の対応方法（オーラルケアマネージメント、医療面
接）を学ぶ

科目名 チーム医療演習
科目

責任者
山田あつみ

講義

授業回数 8

講師紹介

日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士歯科衛生士　介護口腔ケア推進士  修士（医療福祉）。　川崎市歯科医師会、神奈川県歯科医師会地域
医療連携研修会講師、各高齢者施設において口腔ケアセミナー開催。現在、多機能型在宅支援クリニックの歯科に勤務しており、クリニック内の内
科、皮膚科、看護師、栄養士、介護支援専門員のチーム医療の現場にてで要介護者の口腔ケア、オーラルフレイル予防から経管栄養管理下の方に
関わる豊富な実務経験を有している。

目的
歯科衛生士として他職種とチーム医療連携の中で要介護者の口腔ケアや経口摂取の維持改善に導き、要介護高齢者のQOLやADLの向上に関われ
るよう実際の症例を通じて、歯科医療の技術だけでなく、患者との触れ合いや共感を重んじる医療面接技法を学ぶ、また、チーム医療を円滑に連携す
るために専門的口腔ケアや摂食嚥下リハビリテーションの重要性や意義を他職種に向けて発信できるようなスキルも身につけてもらいたい

他職種の仕事を理解する、チーム連携の必要な疾患の概要、各種評価方法、医療面接の具体的な方法、チーム医療の意義、目的を知る					



年次 3 必修科目 実務経験

授業形態 有

（英） Complete study Ⅱ 時間数 15 開講区分 前期

学科・ｺｰｽ 歯科衛生士科Ⅰ部　総合コース 単位 1 曜日/時間 木曜日/2限：対面

科目概要

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

到達目標

口腔保健分野における研究の意義を理解し、実践できる。
　① 問題発見・解決型学習を自ら実践できる。
　② 文献検索の方法を理解し、必要な情報を収集して読み解くことができる。
　③ 論文のスタイルなど基本的な学術的発表能力を身につけることができる。

科目名 総合研究Ⅱ
科目

責任者
富田　由美子

演習

授業回数 8

講師紹介
大阪大学時代は歯科材料の研究を行い、東京医科歯科大学大学院にて2008年よりホワイトニングの研究を行いながら、口腔筋機能療法を専門として歯
科矯正専門の歯科衛生士として豊富な実務経験を有する。歯科衛生士の育成のため、多数の医院にて育成を行う。

目的
この授業では机上では学ぶことのできない臨床での発見や疑問を解決していく方法を学ぶ。疑問に思う気持ちを養い、また、それらの疑問を自ら解決して
いく力を身につける。

臨床の現場では専門家として自らの判断で行動する力が求められます。そのために必要な知識や技術を身につけ、また常に向上していく必要がありま
す。その際に必要な解決策を身につける。また、学会発表にて自らの症例を発表する際のノウハウを学ぶ。

評価方法

定期試験および臨時試験（論文・レポート・小テストを含む）、平素の学習状況、出席状況の3要素で「A」「B」「C」「D」「Ｅ」「F」の6段階評価を行う。出席率が70％未
満の者は、受験資格を喪失し、E評価とするが、試験当日の出席は認められる。

■筆記試験　　　□口頭試験　　　□実技試験　　　□その他（　　　　）

歯科衛生士教育サブテキスト卒業研究HANDBOOK

事前事後
学習と

その内容

授業、臨床実習で学んだことを基盤として研究を進めていく。常に、多
くの情報にアンテナを張り巡らせることを意識すること。

歯科衛生研究の進め方・論文の書き方（医歯薬出版）

特記事項
小テスト（20点満点）
実施方法：研究発表スライド・研究発表抄録
定期試験（80点満点）

授　業　計　画

授業内容

1 結果分析・論文の組立て① 演習
・研究結果に基づいて考察を検討する
・論文を組み立てる(PowerPoint)

2 結果分析・論文の組立て② 演習 ・論文を組み立てる(PowerPoint)

3 結果分析・論文の組立て③ 演習 ・抄録完成させる

4 結果分析・論文の組立て④ 演習 ・抄録完成させる

5 結果分析・論文の組立て⑤ 演習
・抄録を完成させる
・PowerPointによるスライドを完成させる

8 定期試験 研究発表会

6 結果分析・論文の組立て⑥ 演習
・抄録を完成させる
・PowerPointによるスライドを完成させる

7 研究発表予行 演習
・自分が研究した内容をPowerPointを用いて決められた時間内で発表することができる
・他の人の発表内容に興味を持ち質問ができる



年次 3 必修科目 実務経験

授業形態 有

（英） Esthetic dentistry Ⅲ 時間数 15 開講区分 前期

学科・ｺｰｽ 歯科衛生士科Ⅰ部　審美コース 単位 1 曜日/時間 木曜日/1限：対面

科目概要

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

8 定期試験 筆記試験

6 MFTを実践する 講義
・相互実習にてお互いの口腔機能の問題点を発見する
・MFTを実践する

7 MFTの実践する 講義
・相互実習にてお互いの口腔機能の問題点を発見する
・MFTを実践する

4 ライフステージに合わせたMFTを理解する③ 講義 ・ライフステージに合わせた口腔機能の問題点を理解する

5 MFTを実践する 講義
・相互実習にてお互いの口腔機能の問題点を発見する
・MFTを実践する

2 ライフステージに合わせたMFTを理解する① 講義 ・ライフステージに合わせた口腔機能の問題点を理解する

3 ライフステージに合わせたMFTを理解する② 講義 ・ライフステージに合わせた口腔機能の問題点を理解する

授　業　計　画

授業内容

1 MFTとは何か、また重要性を理解する 講義
・MFTを理解する
・MFTの重要性を理解する

評価方法

定期試験および臨時試験（論文・レポート・小テストを含む）、平素の学習状況、出席状況の3要素で「A」「B」「C」「D」「Ｅ」「F」の6段階評価を行う。出席率が70％未
満の者は、受験資格を喪失し、E評価とするが、試験当日の出席は認められる。

■筆記試験　　　□口頭試験　　　□実技試験　　　□その他（　　　　）

ライフステージに合わせた口腔機能への対応　MFTアップデート
事前事後

学習と
その内容

授業、臨床実習で学んだことを基盤として研究を進めていく。常に、多
くの情報にアンテナを張り巡らせることを意識すること。

特記事項

到達目標

ライフステージ別の口腔機能に関する諸問題を理解し、的確な指導が実践できる
① 口腔機能の問題点を発見できる
② 患者さんのライフワークにあったMFTができる
③ 口腔機能訓練により健康寿命の延伸に寄与できる

科目名 審美歯科Ⅲ
科目

責任者
富田　由美子

講義

授業回数 8

講師紹介
大阪大学時代は歯科材料の研究を行い、東京医科歯科大学大学院にて2008年よりホワイトニングの研究を行いながら、口腔筋機能療法を専門として歯
科矯正専門の歯科衛生士として豊富な実務経験を有する。歯科衛生士の育成のため、多数の医院にて育成を行う。

目的
この授業ではライフステージに合わせたOral Myofunctional Therapy,口腔筋機能療法（以下MFT）について学んでいく。これらを学ぶことで患者さんの生
活習慣を見直す力を身につける。

臨床の現場では専門家として自らの判断で行動する力が求められる。知識や技術を身につけ、常に向上していくのに必要な解決策を身につける。また、
患者さんのどのような行動が口腔内に大きく影響するか、その場合歯科衛生士には何ができるのかを学んでいく。



年次 3 必修科目 実務経験

授業形態 有

（英） Esthetic dentistry　Practis　Ⅱ 時間数 15 開講区分 前期

学科・ｺｰｽ 歯科衛生士科Ⅰ部　審美コース 単位 1 曜日/時間 木曜日/1限：対面

科目概要

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

到達目標

歯科治療における審美的諸問題雄理解し、的確な対応ができる。
① ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ治療の概要及びメインテナンスについて理解する
② 審美的配所がされた各種補綴物の構造について理解する
③ 光学印象採得について実践できる

科目名 審美歯科演習Ⅱ
科目

責任者
喜田　さゆり

演習

授業回数 8

講師紹介
長年にわたり、歯科診療所にて歯周病予防及びインプラント治療に携わり豊富な実務経験を有する。博士課程では、口腔と栄養に関する研究を行い生活
とシームレスな歯科の関りが、患者の健康維持に貢献することができると考える。

目的 歯科治療における審美的諸問題を理解し、的確な対応が実践できる。

審美補綴治療の概要及び手順、作成機序について知る。

評価方法

定期試験および臨時試験（論文・レポート・小テストを含む）、平素の学習状況、出席状況の3要素で「A」「B」「C」「D」「Ｅ」「F」の6段階評価を行う。出席率が70％未
満の者は、受験資格を喪失し、E評価とするが、試験当日の出席は認められる。

■筆記試験　　　□口頭試験　　　□実技試験　　　□その他（　　　　）

事前事後
学習と

その内容特記事項

授　業　計　画

授業内容

1 インプラントの基礎知識 演習 ・インプラントの特徴を理解できる

2 インプラントにおける解剖学 演習
・各種エックス線写真における解剖を理解できる
・術中術後の偶発症、手術にあたり注意が必要な全身疾患について理解できる

3 インプラント治療の流れ 演習
・インプラントの特徴を理解できる治療の流れを理解できる
・治療の各ステップにおける注意点を理解できる

4 インプラントメンテナンス 演習
・歯科衛生士として行うべきインプラントに対するメンテナンスを理解できる
・患者さんとの関係性の構築について理解できる

5 光学印象採得 演習 ・光学印象採得の機序及び手順について理解し、実践できる

8 定期試験 筆記試験

6 CAD/CAM 演習
・CAD/CAMを使用した補綴物の作成機序について理解し、補綴物の特徴を反映した歯科保健
指導ができる

7 プロビジョナルレストレーション 演習 ・プロビジョナルレストレーションの所要性質を理解し、作成できる



年次 3 必修科目 実務経験

授業形態 有

（英） Dental Hygienist complete course 時間数 300 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ 歯科衛生士学科Ⅰ部 単位 20 曜日/時間 月～金　1.2限 　対面

科目概要

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

71～80 歯科診療補助論 講義 歯科診療補助論について応用力をつける

51～60 歯科予防処置論 講義 歯科予防処置論について応用力をつける

61～70 歯科保健指導論 講義 歯科保健指導論について応用力をつける

31～40
歯・口腔の健康と予防に関わる人間の仕組
み

講義 口腔衛生学・公衆衛生学・衛生行政・社会福祉論について応用力をつける

41～50 臨床歯科医学 講義
臨床検査・保存修復学、歯内療法学、歯周治療学、歯科補綴学、口腔外科学、小児歯科
学、歯科矯正学、高齢者歯科学、障碍者歯科学について応用力をつける

11～20 歯・口腔の構造と機能 講義 口腔解剖学・口腔生理学について応用力をつける

21～30 疾病の成り立ち及び回復過程の促進 講義
病理学・口腔病理学・微生物学・口腔ぎ生物学・薬理学・歯科薬理学について応用力をつけ
る

授　業　計　画

授業内容

1～10 人体の構造と機能 講義 解剖学・生理学について応用力をつける

評価方法

定期試験および臨時試験（論文・レポート・小テストを含む）、平素の学習状況、出席状況の3要素で「A」「B」「C」「D」「Ｅ」「F」の6段階評価を行う。出席率が70％
未満の者は、受験資格を喪失し、E評価とするが、試験当日の出席は認められる。

□筆記試験　　　□口頭試験　　　□実技試験　　　■その他（　　　　）

日本医歯薬研修協会「Complete+DH」
事前事後

学習と
その内容特記事項

到達目標 卒業判定試験に合格し、歯科衛生士国家試験に向けて、知識を蓄積させる。

科目名 歯科衛生士総合講座
科目

責任者
菊池　俊子

講義

授業回数 160

講師紹介 一般歯科・予防歯科・口腔外科・審美歯科等の歯科医院にて臨床経験約20年と、豊富な実務経験を有する。 本校専任教員として勤務17年目。

目的 歯科衛生士国家試験合格に必要な知識・技術を総合的に習得する。

歯科衛生士国家試験合格に必要な知識・技術を総合的に習得する


